教育臨床心理　5/15 妬み

1、 妬みとは
定義：他者が望ましいものを得ていることに対する怒り
提唱者：クライン（1882～1960）

　　（・イギリスの精神分析家（オーストリア生）

　　・児童分析から「対象関係論」を提唱

　　・乳房に対する妬み「envi」の役割を重視

　　　　　・乳房を対象とした妬み

定義：怒りと否定的な自己感情の化合物（byマクドゥーガル）

定義：切望、劣等感、恨み、憧憬（あこがれ）、罪悪感（羨む自分に）（byパロット）

1 悪意のある妬み：優れている他者が許せない　　例　怒り、恨み

2 悪意のない妬み：劣っている自分が情けない　　例　否定的な自己感情、切望、劣等感、憧憬

妬みと類似した感情

1 羨望：悪意のない妬みの典型→憧れ「admiration」

2 嫉妬：関係の喪失に対する不安「jealousu」

   妬みと互換性のある用語（欧米でも同様）
嫉妬と妬みの喚起状況

自分、他者、対象（もの）の関係

他者が対象を得たとき自分も対象を望む＝妬み

　　妬み状況

自分、他者、対象（ひと）の関係

自分が対象と交際関係にある、対象が第三者と関係を持つことを望まない＝嫉妬

状況的には「嫉妬」の中に「妬み」が含まれることになる
2、 妬みの影響

妬みをもたらすもの

・社会的比較：何らかの点で他者と自分とを比べること

　提唱者：フェスティンガー（１９１９～１９８９）

　　　・アメリカの社会心理学者

　　　・「認知的不協和理論」を提唱

1 上方比較：自分よりも優れた他者との比較
　　　　　・自己評価：低下
　　　 ・感情「妬み」＋行動「有り」
2 下方比較：自分よりも劣った他者との比較

　　　 ・自己評価：高揚（安心？）

　　　 ・感情「喜び」＋行動「不定」

妬みに起因する行動＝低下した自己評価を改善させる試み
妬みがもたらすもの

いじめ：一定の関係にある者が苦痛を与える行為

　　・能力・境遇などの面で優れた他者への敵意の表れ

　　・妬みが暴力として表れるのは・・・（小学生：男子のみ）

妄想様観念：健常者にみられる妄想と類似した考え

　　・被害妄想・誇大妄想との関連あり（中学生）

　　・自己愛（ナルシズム）との関連性も指摘されるも・・・（データなし）

シャーデンフロイデ：他者の不幸に対する喜び
　　・妬んでいた相手が失敗すると経験されやすい

　　　例 成績が下がる・試験の不合格・恋人に振られる

　　・いじめの容認を促進する働きがある（小・中学生）
3、 妬みの対処

妬みとストレス（先週の復習）

・妬みを経験する状況は一種のストレス状況である

　　　　　　　　　　　　　　・何らかの反応を起こさせる心理的な圧力
コーピング：ストレスへの認知・行動的努力（＝対処）

1 問題焦点型：ストレスの原因を取り除くための努力
　　例  頑張って負けないようにする・アドバイスを求める

2 情動焦点型：現在の嫌な気分をごまかすための努力
　　　 例 ゲームをして気を紛らわす・別の長所に目を向ける

・対処の柔軟性：状況による使い分け→精神的に健康

妬みへの対処の柔軟性と学校への満足度は関係しているか？
まとめ

再び、妬みの定義：嫉妬
・他者が自分よりも有利なことを見過ごさないシグナル

妬みの影響：妄想様観念・社会的比較
・ネガティブな行動や心理状態と関連性あり

・シャーデンフロイデとは表裏一体の関係

妬みの対処：コーピング・対処の柔軟性
・さまざまな対処を使用する者の方が適応できている

誰かを妬んでしまうのは何かをあきらめていない証拠でもある
君たちは、妬みに無縁であるほど偉大ではない（ニーチェ）
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